（様式７）
技 術 提 案 書
平成　　年　　月　　日
石垣市長　中山　義隆　様
（提出者）
住所　
電話番号　
ＦＡＸ　
会社名　
代表者　　　　　　　　　　　　　㊞

　平成２８年　　月　　日付け石総新第　　　　号で通知のありました下記業務に対する技術提案書の提出について、別添のとおり提出します。
記
（業務名）　石垣市新庁舎建設基本設計及び実施設計業務委託
※　特定されなかったプロポーザルの返却を希望する場合には、その旨を明記してください。返却を希望する旨の記載がない場合は、返却要請の意思がないものとみなします。

（様式８）
	業務の実施方針 （業務の実施方針は、業務への取組体制、設計チームの特徴、設計上特に配慮する事項等を簡潔に記述する）

	


（様式９－１）
	『地震・津波や台風などの災害に強く、防災拠点となる安心・安全な市役所』
防災・災害復旧拠点施設としての役割を十分に果たしうる庁舎実現のための建築計画、構造計画、建設設備計画等に関する考え方についての技術提案。

	


（様式９－２）
	『ライフサイクルコストの低減を考慮した経済的な市役所』
庁舎として必要となる施設機能を満足しつつ、経済性や耐久性に配慮し、ライフサイクルコストの低減及び庁舎の長寿命化を実現するための建設計画に関する考え方についての技術提案。

	



（様式９－３）
	『環境にやさしく、自然環境を活かした市役所』
省エネルギー化や自然エネルギー、雨水の活用などによる環境負荷の低減に配慮した建築計画及び建築設備計画等に関する考え方についての技術提案。

	


（様式９－４）
	『石垣島の素材を活かしたデザイン』
石垣島の素材を活かし、新たな観光資源となるデザインを兼ね備えた市民や観光客にも親しまれる庁舎であり、地域性、周辺環境に配慮した建築計画及び敷地利用計画等に関する考え方についての技術提案。

	


（様式９－５）
	『その他』
（これまでの御社の実績等を踏まえ、当市の新庁舎建設に必要となる課題について独自に設定）

	



・Ａ３判１枚とし、簡潔にまとめること（様式は横書き）。


・提案は、文章での表現を原則として、基本的考え方を簡潔に記述すること。文字の大きさは１０.５ポイント以上とすること。


・文章を補完するために必要な視覚的表現については、最小限の範囲において認めるが、具体的な建物の設計又はこれに類するものに基づいた表現としてはならない。


・具体的な設計図、模型（模型写真含む）、透視図等（コンピュータグラフィックによるものを含む）を使用してはならない。


・表、イメージスケッチ、略図等をカラーで表現することは構わない。


・提出者（協力事務所を含む）を特定することができる内容の記述（具体的な社名や実績の名称等）を記入しないこと。


・使用する言語、通貨及び単位は、日本語、日本国通貨、日本の標準時及び計量法（平成４年法律第５１号）に定める単位とすること。





・Ａ４判１枚とし、簡潔にまとめること（様式は横書き）。


・提案は、文章での表現を原則として、基本的考え方を簡潔に記述すること。文字の大きさは１０.５ポイント以上とすること。


・文章を補完するために必要な視覚的表現については、最小限の範囲において認めるが、具体的な建物の設計又はこれに類するものに基づいた表現としてはならない。


・具体的な設計図、模型（模型写真含む）、透視図等（コンピュータグラフィックによるものを含む）を使用してはならない。


・表、イメージスケッチ、略図等をカラーで表現することは構わない。


・提出者（協力事務所を含む）を特定することができる内容の記述（具体的な社名や実績の名称等）を記入しないこと。


・使用する言語、通貨及び単位は、日本語、日本国通貨、日本の標準時及び計量法（平成４年法律第５１号）に定める単位とすること。
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・文章を補完するために必要な視覚的表現については、最小限の範囲において認めるが、具体的な建物の設計又はこれに類するものに基づいた表現としてはならない。


・具体的な設計図、模型（模型写真含む）、透視図等（コンピュータグラフィックによるものを含む）を使用してはならない。


・表、イメージスケッチ、略図等をカラーで表現することは構わない。


・提出者（協力事務所を含む）を特定することができる内容の記述（具体的な社名や実績の名称等）を記入しないこと。


・使用する言語、通貨及び単位は、日本語、日本国通貨、日本の標準時及び計量法（平成４年法律第５１号）に定める単位とすること。
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・使用する言語、通貨及び単位は、日本語、日本国通貨、日本の標準時及び計量法（平成４年法律第５１号）に定める単位とすること。
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